
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

八童　翼

バロール
バロール

UGNエージェントA

25

渇望

政治権力

恐怖

大成功

警備員

女

70

同志

0
2
4
2

1
0
0
0

0
0
0
0

2

1
2
6
2

28
10
10
15
30

1 1
1 1

UGN 1

1
2

ジュラシックレコード”ダイナ”

ＲＣ
ＲＣ
白兵

11r+1
15r+1
4r-1 4

17
22
12

硬直付与　飛行不可
硬直付与　飛行不可

装甲+10　火が怖くなる

0 0

狂井崎想次郎
黒依以蔵
遺産の器

八童慎一郎
強羅　瑠璃

テレーズ・ブルム
サクヤ

信頼 不安

ウェポンケース

6

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト:バロール

インビジブルハンド

黒の鉄槌

黒星の門

魔王の理

時の棺

魔王の腕

ポケットディメンション

ディメンションゲート

★

0

3

1

5

3

2

1

1

1

1

-

1d10

2

4

1

2

2

10

2

3

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

メジャー

視界

-

視界

視界

シーン

自身

範囲(選択)

単体

自動

自動

RC

RC

自動

-

↓100

ピュア

100%

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv

攻撃+Lv　飛行解除R1回

攻撃+Lv*2+2　同エンゲージ不可

同エンゲージ可　判定D+Lv+1

攻撃+Lv*2

判定自動失敗

硬直付与

ゲートにポケットディメンションを挟むことで確実に危険を回避する。

「犠牲の上に成り立つ正義…そんなものは存在しない。けれどそれがまかり通ってしまう程、今の世界にとって正義とは都合のいいものだ。そんな悲しい顔をす
るなよ。今一度、正しさという言葉を思い出せ。正義なんて便利な言葉に頼ろうとするな…守護者を謳うなら、自分の中の正しいと思えるものに従え！」
犠牲なき正義を掲げるグラビティレディ！
父は国会議員である八童　慎一郎。しかし彼は国のためと仕事に奔走するあまり、妻の祈里と娘である翼をないがしろにしていたのだ。自宅よりも液晶越しに見
ることが多い彼女は慎一郎の口癖ともいえる言葉に吐き気とも形容できる気味の悪さを覚えた。
「正義のため」
慎一郎が繰り返し叫ぶその言葉は幼い彼女に強い楔となって残った。
UGN参入当初は支部所属のエージェントではなくEXレネゲイドの警備部に所属し、同期である黒依以蔵とバディとして活躍する。4年前、アクシズ評議会より可
決された計画『プロジェクトアリス』に不信を覚え、違背したことから、一時はUGN内での立場を危うくしたが、そこにFHの影を見た彼女は極秘に調査を進め、
ついに黒幕と相対。応戦するが相性による不利か苦戦を強いられていたところ担当していたチルドレンと一人の同僚に救われた。最終的にプロジェクトアリスを
凍結させることに成功し、自身の掲げるべき正義に報いることができた。現UGN遺産管理局特殊部隊”ナイトフォール”の隊長、強羅瑠璃は後輩である。正確には
部隊が違うが、同じくレネゲイドを孕む物品を管理、警備するものとして、彼女の正義に対する価値観に少なからず影響を与えた。
現在は警備部から離れ、かなで支部所属エージェントとして活動している。
過去の一件で、アクシズの議長ヨシュア・ランカスターに強い不信感を覚えている。

コードネームの由来は敵を地に縛り付けるはどの重力操作と、その敵が己の影と対象的になるように膝をつく様子からロールシャッハテストを彷彿とさせるため
である。
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